
【対策】

①気持ちが焦っていても、構内ルール・マナーは遵守する。（扉が全開になって

から入室する）

②フォークリフト運転時は前方（ツメ部分）の状況も確認・考慮して運転する。接

触のおそれがある場所では、誘導員や補助者に確認してもらう。

【発生状況】

清掃工場にて空荷のフォークリフトを運転中、プラットホームの自動進入扉から

入室しようとしたが、扉が全開になる前に入ろうとしたため ツメ部分が扉に接触

し、扉を損傷させた。

【原因・問題点】

①気持ちに焦りがあったため、扉が全開になる前に入室しようとした。

②前方（ツメ部分）の確認が不十分なまま前進した。

フォークリフト運転中 プラットホーム進入扉に接触し 扉を損傷させた
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